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石田裕美

石田　承継当時、私は勤務医として「イチカ

ワ歯科仙川クリニック」に勤めて15年ほど。

院長である市川裕一郎先生は80歳近く、自

費専門で診療を行っていましたが、患者さん

も高齢化して少なくなり、先生のお子さんは

医院を承継しないということで、私が手を挙

げました。

　医院のある仙川の町が好きでしたし、ユ

ひろみ歯科医院 京王仙川
東京都調布市

　15年勤めた勤務先を承継した石田氏。自費専門だった医院に
保険の予防システムを導入する一方、自らが得意とする審美治
療を手掛けることで、口元から健康と美に貢献することを目指
している。先代から受け継いだもの、対等な関係に基づくチー
ム医療の重要性などについて伺った。

風通しの良いチーム医療で
口元から健康と美に貢献

勤務先を承継

―石 田 先 生 に は、2024 年10 月 号 の 特 集

「『医院』『人脈』の承継」の際にもご登場いた

だきましたが、勤務先の医院を譲り受け、「ひ

ろみ歯科医院 京王仙川」として開業したそう

ですね。新規開業ではなく、承継を選んだの

はなぜですか。

氏 Ishida Hiromi 

1997 年、昭 和 大 学 歯 学 部 卒。2001年、
イチカワ歯科仙川クリニックに入職。15
年、同院を承継して「ひろみ歯科医院 京
王仙川」として開業。
日本歯科審美学会理事・ 認定医、日本ア
ンチエイジング歯科学会理事・認定医、
審美歯科BTA 研究会理事・認定医、日本
顎咬合学会認定医、昭和大学同窓会医療
管理委員会役員

スタッフ：�歯科医師 5人
（うち非常勤 4 人）

歯科衛生士5人
（うち非常勤 4 人）

助手3人（非常勤）
事務長1人

ユニット：4 台
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方 一如 Hou Ichinyo

先生

第
134
回

生活スタイル

平均睡眠時間は？

　8時間。

一日の中で好きな時間は？　

　朝。頭がよく働き、最も集中できる。

生年：1949 年
出身地 ：�中国
出身校：�大阪歯科大学博士（歯学）課程修

了

資格・所属：大阪歯科大学理事長・学長
補佐・国際交流部委員、大阪歯科大学附
属病院大阪国際先制医療センター副セン
ター長
大阪歯科学会、日本顎関節学会、歯科基
礎医学会、日本臨床口腔病理学会、日本
歯周病学会、国際歯科研究学会日本部会、
国際歯科研究学会、日本レーザー歯学会、
日本歯科麻酔学会、日本口腔衛生学会、
日本インプラント学会、日本口腔外科学
会、日本歯科東洋医学会

■大阪歯科大学
　歯学部・医療保健学部教授

　また、大阪歯科大学の理事長・学長補佐、

国際交流部委員として、現在、海外の大学と

の国際交流に関わる業務を担当しており、こ

の時間帯であれば、アジアをはじめ欧米の大

学の要人から連絡があってもすぐ対応できる。

欠かさない日課や習慣は？

　ジョギングとエクササイズ。毎日7,000歩
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　歯科口腔領域の病気が全身の健康に関連するという知見が数多く
蓄積されている中、歯科医療現場に何ができるか？　どんな変化が
期待できるか？　幅広い話題を取り上げます。

「日本歯科新聞」が報じた「歯・口腔と全身の健康」の研究
編集部

難治性の歯科疾患を漢方で癒やす
話し手：渡辺秀司（神奈川県・医療法人秀真会 とつかグリーン歯科医院 理事長）

女性特有の悩みに応える歯科医療へ
話し手：竹末寿子（東京都・医療法人社団 YDC ゆりの木歯科医院 院長）

インフル感染、認知症、腎臓病、
アトピー他

カラダと口の健康・
最前線

10年越しの研究成果で、新たな医科歯科連携の可能性
S.mutansがIgA腎症に関与
話し手：仲 周平（岡山大学大学院医歯薬学域 准教授・小児歯科学）

仲野和彦（大阪大学大学院歯学研究科 教授・小児歯科学）

自費診療ほどリスクが高い!?
「歯科医原病」の背景と対処

話し手：小西昭彦（東京都・小西歯科医院 院長）
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今週号の主な内容

▼都道府県歯会長予備選挙結果（宮城、宮崎）

▼CAD/CAM冠など施設基準の届出がオンライン
　で可能に

　
歯
科
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
Ⅰ
の
届
出
を

し
て
い
る
歯
科
診
療
所
は

１
万
４
５
３
５
施
設
で
、
全
体

の
22
・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

各
地
域
厚
生
局
で
公
開
し
て
い

る
届
出
状
況
を
本
紙
が
22
日
に

調
査
し
た
。
北
海
道
、
東
海
北

陸
、
近
畿
、
四
国
、
九
州
の
厚

生
局
は
１
月
１
日
時
点
、東
北
、

関
東
信
越
、
中
国
四
国
の
厚
生

局
は
昨
年
12
月
１
日
時
点
の
状

況
。（
２
面
に
関
連
）

　
都
道
府
県
別
で
は
、
徳
島

49
・
０
％
、
岐
阜
48
・
０
％
、

香
川
41
・
６
％
が
４
割
を
超
え
、

３
割
台
は
島
根
39
・
４
％
、
高

知
37
・
３
％
、
長
崎
36
・
６
％
、

広
島
35
・
８
％
、岩
手
34
・
６
％
、

山
口
32
・
９
％
、宮
崎
30
・
８
％
、

秋
田
30
・
７
％
、石
川
30
・
５
％
、

三
重
30
・
５
％
、
鹿
児
島
30
・

０
％
の
11
県
。

　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
が

２
０
２
４
年
10
月
に
実
施
し
た

「
会
員
の
意
識
と
実
態
調
査
」

（
有
効
回
答
１
６
５
８
人
）
の

う
ち
、
24
年
度
診
療
報
酬
改
定

の
評
価
に
つ
い
て
、「
大
い
に

不
満
」（
19
・
４
％
）、「
不
満
」

（
34
・
３
％
）
と
、
合
計
で
半

数
以
上
が
不
満
を
表
明
し
た
。

　
不
満
の
内
訳
（
複
数
回
答
）

で
は
、「
内
容
が
複
雑
す
ぎ
る
」

（
84
・
２
％
）、「
算
定
し
て
も

割
に
合
わ
な
い
項
目
が
あ
る
」

（
63
・
４
％
）
な
ど
、
算
定
要

件
や
施
設
基
準
が
複
雑
で
、
そ

の
割
に
点
数
が
低
い
項
目
が
多

い
と
の
不
満
が
根
強
い
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
結
果
と
な
っ
た

＝
図
。

　
同
会
が
1
月
17
日
に
開
催
し

た
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
で
、
調
査

結
果
の
内
容
を
説
明
し
た
早

坂
美
都
副
会
長
は
、「
複
雑
で

割
に
合
わ
な
い
項
目
」
の
例
と

し
て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

あ
げ
、「
期
間
限
定
の
措
置
で
、

今
後
、
ス
タ
ッ
フ
の
給
与
を
下

げ
る
必
要
も
出
て
く
る
。
あ
ら

か
じ
め
、
そ
の
こ
と
に
同
意
を

得
て
お
か
な
い
と
不
満
の
原
因

に
な
る
」
と
、
２
年
後
の
対
応

に
つ
い
て
懸
念
を
示
し
た
。

定
の
引
き
下
げ
対
象
が
全
体
の

66
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
支
障
が
出
な
い
と
考
え

て
い
る
根
拠
を
求
め
た
。
そ
し

て
、
歯
科
医
療
現
場
で
は
、
麻

酔
・
解
熱
鎮
痛
剤
な
ど
の
入
手

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
対
策
も
質
問
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
大
臣
は
、
品
目

ご
と
の
性
格
に
応
じ
て
改
定
対

象
範
囲
を
設
定
し
、
薬
価
の
引

き
下
げ
だ
け
で
な
く
、
臨
時
的

に
不
採
算
再
算
定
の
実
施
や
、

最
低
薬
価
の
引
き
上
げ
な
ど
も

行
う
と
説
明
。
歯
科
診
療
で
も

使
用
す
る
解
熱
鎮
痛
薬
な
ど
の

感
染
症
対
症
療
法
薬
や
局
所
麻

酔
薬
に
つ
い
て
は
、「
昨
年
の

需
給
状
況
を
踏
ま
え
、
昨
年
12

月
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
も

活
用
し
、
製
造
業
販
売
業
者
に

増
産
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

本
年
１
月
、
卸
売
販
売
業
者
に

対
し
て
適
切
な
量
の
医
薬
品
を

供
給
す
る
よ
う
に
協
力
を
依
頼

し
た
」
と
述
べ
た
。

　
『Newton

』（
２
０
２
５
年
３
月
号
）
で
「
Ａ
Ｉ

科
学
革
命
」
と
題
し
た
特
集
を
掲
載
し
て
い
た
。

医
学
、
宇
宙
、
物
理
学
な
ど
で
の
Ａ
Ｉ
の
現
状

と
可
能
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
特
に

タ
ン
パ
ク
質
の
立
体
構
造
を
予
測
す
る
Ａ
Ｉ

「AlphaFold

」
の
記
事
が
興
味
深
か
っ
た
。

　
以
前
は
、
自
然
界
に
存
在
す
る
２
億
種
類
以
上

の
タ
ン
パ
ク
質
の
う
ち
、
立
体
構
造
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
た
の
は
23
万
種
類
に
と
ど
ま
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
構
造
予
測
で
は
40
％
の
精
度

が
限
界
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　
「AlphaFold

」
は
、
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を

受
賞
し
た
デ
ミ
ス
・
ハ
サ
ビ
ス
博
士
が
開
発
し
た

も
の
で
、
２
０
２
０
年
に
は
、
90
％
の
精
度
で
タ

ン
パ
ク
質
の
構
造
を
予
測
可
能
に
し
た
。
さ
ら
に

昨
年
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質
構
造
だ
け
で
な
く
、
タ

ン
パ
ク
質
の
複
合
体
の
構
造
、
薬
の
候
補
分
子
と

の
相
互
作
用
ま
で
も
予
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。

　
タ
ン
パ
ク
質
複
合
体
の
解
析
に
よ
っ
て
創
薬
に

期
待
が
か
か
る
と
書
い
て
あ
っ
た
が
、
歯
科
疾
患

関
連
の
細
菌
と
全
身
疾
患
と
の
関
係
な
ど
の
解
明

に
も
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
４
月
か
ら
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ

る
。
万
博
で
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
も
含
む
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
よ
る
課
題
解
決
、
日
本
の
国
家
戦
略

「Society5.0

」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
歯
科
も
含
め
て
、
少
し
で
も
明
る
い
未
来
を
感

じ
さ
せ
る
先
端
技
術
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

テクノロジーが拓く未来

　
福
岡
資
麿
厚
労
大
臣
は
17
日

の
会
見
で
、
歯
科
用
医
薬
品
の

安
定
供
給
に
つ
い
て
、
令
和
６

年
度
補
正
予
算
の
活
用
に
よ
る

製
造
販
売
業
者
へ
の
増
産
要

請
、
卸
売
販
売
業
者
へ
の
適
切

量
の
供
給
を
依
頼
し
て
い
る
と

話
し
た
。

　
会
見
の
質
問
で
記
者
は
、「
薬

価
引
き
下
げ
が
後
発
薬
品
の
供

給
不
安
の
原
因
と
な
る
た
め
、

引
き
下
げ
る
環
境
に
な
い
と
の

意
見
が
あ
る
」
と
前
置
き
し
た

う
え
で
、
25
年
薬
価
中
間
年
改

「
不
満
」が
半
数
超

東
京
歯
科
保
険
医
協
が
会
員
調
査

歯科用医薬品の供給で「企業に対応依頼」

ベ
ア
評
価
料
Ⅰ

日本大学歯学部同窓会は26日、オークラ東京（東京都港

区）で「創立百周年記念式典・特別講演・祝賀会」を開催。

多くの関係者が節目を祝った。（次号に記事）

歯科診療所の届出22％都道府県別では6％から49％

診療報酬24年度改定

福岡厚労大臣

▼MyWay「摂食嚥下障害の啓発に注
力」三串伸哉氏（ゆめカステラプロ
ジェクト代表）

▼口腔粘膜炎治療薬として有望な茶カテキン
　含有フィルム材が開発
▼歯周病が放つ外膜小胞が血管透過性を高めて
　全身疾患発症などに関与
▼口腔機能低下症患者に食事指導と口腔管理の
　併用が有効
▼2025年開催の日歯医学会分科会の学術大会
▼令和5年医療機器全体の生産金額は2兆6747億円
▼新社長インタビュー「白水貿易株式会社」中山充悟氏

▼東京デンタルショーは来年11月に開催

▼歯技協新年会で木村理事長「皆歯科健診の
　スクリーニング事業は大きなチャンス」

日大歯学部同窓会が創立100周年祝う

046 2025.03

「「歯・口腔歯・口腔とと
全身全身のの健康健康」」のの研究研究

●文：編集部

　『日本歯科新聞』で2023年1月から25年1月に紹介した、歯科口腔領域と
心身の健康の関係についての主な研究をまとめました。

「日本歯科新聞」が報じた



communications biology Article

https://doi.org/10.1038/s42003-024-06826-x

Contribution of collagen-binding protein
Cnm of Streptococcus mutans to induced
IgA nephropathy-like nephritis in rats

Check for updates

Shuhei Naka1,8, Daiki Matsuoka1,8, Taro Misaki2,3, Yasuyuki Nagasawa4, Seigo Ito5, Ryota Nomura6,
Kazuhiko Nakano 7 & Michiyo Matsumoto-Nakano 1

IgA nephropathy (IgAN), the most common primary glomerulonephritis, is considered an intractable
disease with unknown pathogenic factors. In our previous study, Streptococcus mutans, the major
causative bacteria of dental caries, which expresses Cnm, was related to the induction of IgAN-like
nephritis. In the present study, the Cnm-positive S. mutans parental strain, a Cnm-defective isogenic
mutant strain, its complementation strain, and recombinant Cnm (rCnm) protein were administered
intravenously toSpragueDawley rats, and the condition of their kidneyswasevaluated focusingon the
pathogenicity of Cnm. Rats treated with parental and complement bacterial strains and rCnm protein
developed IgAN-like nephritis with mesangial proliferation and IgA and C3 mesangial deposition.
Scanning immunoelectron microscopy revealed that rCnm was present in the electron-dense
deposition area of the mesangial region in the rCnm protein group. These results demonstrated that
the Cnm protein itself is an important factor in the induction of IgAN in rats.

IgAnephropathy (IgAN), themost commonprimary glomerulonephritis, is
considered an intractable disease with various pathogenetic factors1–3. Over
approximately 20 years from the onset of disease, 30–40% of patients
develop terminal renal failure1–4. Common clinical findings include pro-
teinuria and hematuria, but a renal biopsy is considered essential to confirm
a diagnosis5–7. The diagnostic hallmark of IgAN is the predominance of IgA
deposits, either alone orwith IgG, IgM, or both, in the glomerularmesangial
regions8. More than 90% of IgAN patients have complement C3 deposition
in their glomeruli9. Most C3 is present in the mesangial and paramesangial
regions including some vascular endothelial cells2,10. Typical histopatholo-
gicalfindings inpatientswith IgAN include increasednumbers ofmesangial
cells andmatrix in themesangial region aswell as the deposition of immune
complexes11. Patients with IgAN sometimes present with macroscopic
hematuria when they have an upper respiratory tract infection, such as
tonsillitis12. Several bacterial species have been reported to be potential
factors involved in the pathogenesis of IgAN13–17, including dental caries-
related bacteria18–25 and periodontitis-related bacteria26–28.

Streptococcus mutans, the major causative bacteria of dental caries, is a
Gram-positive, facultative anaerobic bacteria29, which can induce infective

endocarditis by invading the bloodstream during invasive dental proce-
dures, such as tooth extractions30. A collagen-binding protein (Cnm) of
approximately 120 kDa is expressed on the surface of some S. mutans
strains31 and is involved in adhesion to and invasion of vascular endothelial
cells, indicating it might be an important factor that causes infective
endocarditis32–34. It was reported that S. mutans expressing Cnm was
detected more frequently in patients with IgAN than in healthy subjects18.
Indeed, the intravenous administration of S. mutans expressing Cnm iso-
lated from the oral cavity of IgAN patients induced IgAN-like nephritis in
rats21. In addition, when Cnm-positive S. mutans was inoculated into the
oral cavity of a rat dental caries model, IgAN-like lesions developed with
severe dental caries extending to the pulp space, which can cause
bacteremia22.

These results led us to consider that Cnm protein on the surface of
S. mutans, but not S. mutans itself, might be an important virulence
factor involved in S. mutans-related IgAN. In the present study, we
focused on the ability of Cnm on S. mutans to cause IgAN-like nephritis
in rats using Cnm-deficient mutant strains and recombinant Cnm
(rCnm) protein.

1Department of Pediatric Dentistry, Okayama University Graduate School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, Okayama, Okayama, Japan.
2Division of Nephrology, Seirei Hamamatsu General Hospital, Hamamatsu, Shizuoka, Japan. 3Department of Nursing, Faculty of Nursing, Seirei Christopher
University, Hamamatsu, Shizuoka, Japan. 4Department of General Internal Medicine, Hyogo College of Medicine, Nishinomiya, Hyogo, Japan. 5Department of
Internal Medicine, Japan Self-Defense Force Iruma Hospital, Saitama, Japan. 6Department of Pediatric Dentistry, Graduate School of Biomedical and Health
Sciences, HiroshimaUniversity, Hiroshima, Japan. 7Department of Pediatric Dentistry, Graduate School of Dentistry, TheUniversity ofOsaka, Suita, Osaka, Japan.
8These authors contributed equally: Shuhei Naka, Daiki Matsuoka. e-mail: mnakano@okayama-u.ac.jp
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S. mutansS. mutans がが
IgA腎症IgA腎症にに関与関与

10年越しの研究成果で、新たな医科歯科連携の可能性

●取材・文：編集部

Naka Shuhei
仲 周平 氏

岡山大学大学院
医歯薬学域准教授
小児歯科学

●話し手：

Nakano Kazuhiko
仲野和彦 氏

大阪大学大学院
歯学研究科教授
小児歯科学「難病を予防するために口腔ケア」が現実に

この記事のポイント

S. mutans 表面のCnmタンパクに注目
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「「歯科医原病歯科医原病」」のの
背背景景とと対処対処

自費診療ほどリスクが高い!?

●取材・文：編集部

Konishi Akihiko
小西昭彦 氏

東京都・小西歯科医院 院長

●話し手：

「治す」と「直す」の混同が背景に

人生100年時代を見据えた治療を！

この記事のポイント

患者減、軽症化が過剰な介入の原因に

セラミック修復、インプラント、コーヌスクローネ義歯、
歯列矯正などの自費診療が原因で、かえって健康が損な
われる「歯科医原病」の実例と、トラブルの背景、望まし
い対応を一般向けに解説したもの。

『歯科治療の新常識2
歯科医原病から歯をまもるために』
小西昭彦著、阿部出版、2024 年
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Watanabe Shuji
渡辺秀司 氏

神奈川県・医療法人秀真会
とつかグリーン歯科医院 理事長
横浜歯科漢方研究会 顧問・世話人

●話し手：

●取材・文：編集部

難治性難治性のの歯科疾患歯科疾患をを
漢方漢方でで癒やす癒やす

この記事のポイント

「歯科でも漢方」から「歯科での漢方」へ

「気」の変化に対応する歯科の漢方

女性特有の歯科医療にも効果的
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女性特有女性特有のの悩み悩みにに
応応えるえる歯科医療歯科医療へへ

●取材・文：編集部

Takesue Hisako
竹末寿子 氏

東京都・医療法人社団YDC
ゆりの木歯科医院  院長
幸せな女性歯科院長経営塾 For＊MA  塾長
ウィメンズ歯科協会  会長

●話し手：この記事のポイント

提案力・発信力の強い医院をつくる

出産、育児、更年期などの悩みに寄り添う

医科・薬科とも連携して
総合的な医療を提供
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　20年ほど前、予防が定着し規模を拡大す
る歯科医院が増えたのに伴い、院内の工程管
理をシステム化する手段として、ISO9001が
注目されました。「2015年版」で医療品質そ
のものが問われるようになったこともあり、
ISOが再び脚光を浴びつつあります。

●取材・文：編集部

医師国家試験予備校、歯科系の医療法人
の経営を経て、歯科医院や歯科技工所に
おけるISO9001の認証取得、医院経営の
現状分析と継続的な改善をサポートする
コンサルタント業務に長年従事。「親子
予防」の経営モデルの提唱者としても知
られる。

ISO9001（2015年版）
で組織の目標設定の
自由度が上がり、医
療のような専門性の
高い業務でも、実際
の達成度を評価でき
る基準が定着した。

Horio Yoshihiro
堀尾芳裕 氏

㈱ディネット 代表取締役

●話し手：

「歯科の予防」と合わせて広がる

　日本の歯科医院の間で「ISO9001」の認証取

得が広がったのは、2000年代初めに保険制

度で、かかりつけ歯科初診料（か初診）、歯周

歯科医院歯科医院をを改善改善するする
ISO9001ISO9001

「2015年版」で医療品質にも適用！
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「難しい患者さん」と「クレーマー」の境界は？

　近年はどの業種でも、カスタマーハラスメントへの対策が必須になってきました。
歯科でも、患者さんが長時間にわたって居座ってスタッフや院長を脅したり、暴行
を加えたりする事件が発生し、中には殺人事件にまで発展した例もあります。
　ある中規模医院で発生した事例を基に、歯科におけるカスタマーハラスメントの
傾向と対策を考えます。 ●取材・文：編集部

歯科歯科におけるにおける
「「カスハラカスハラ」」対策対策
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ユニットは
こう選ぶ！

● 臨床家 13 人に聞いた「このユニットを選んだ理由」

● ハンドピースの破損に保険が利かない！？
● このショールームのここが面白い！

　今月号の特集は、歯科と
全身の健康・病気に関する
トピックを取り上げました。

『日本歯科新聞』に掲載された過去２年
間の「口腔と全身」に関する記事をピッ
クアップしたところ、この分野への注
目度の高さがうかがえました。
　私がこの業界に入った約30年前に
も、「歯科治療で全身疾患が改善」とい
う記事はありましたが、「不正咬合が
多くの疾患につながる」という内容が
大半でした。「咬合」に関わる記事の扱
いの難しいところは、その先生しかで
きない名人芸的な要素が含まれる点。
数値で表現されていても、再現性に限
界があったように思います。
　現在、歯科と全身との関係の多くは、
歯周病や口腔機能に関するものになり
ました。これらは動物実験や疫学、つ
まり再現性が担保された内容が多いた
め、他科や他職種も取り入れやすく、
横展開が期待できます。
　いわば「名医志向」から「システム志
向」への変化ですが、これは歯科医院
の取材でも感じるようになりました。

かつては「オレにしかできない治療」
といった症例自慢を聞くことが少なく
なかったのが、現在はそうした個性的
（？）な先生にお会いする機会はほぼな
くなりました。
　もう一つは、「口腔衛生の不良で、
〇〇億の財政負担が生じる」といった、
「経済的負担」を指標とする研究の増加
です。歯の健康と金銭を関連づける研
究は昔からありましたが、「キレイな
歯にはいくらの価値がある？」などの
アンケート調査が一般的でした。現在
は、生涯医療費との関連など医療経済
学的アプローチが発展してきたようで
す。
　今回の「臨床アーカイブス」は、丸山
義博先生（千葉県開業・当時）による
「成長期の根尖部のレントゲン画像か
ら、う蝕ハイリスク部位を予測する」
という記事を再録しました。現在、丸
山先生とは連絡がつきませんが、内容
の重要度を考慮し、あえて掲載させて
いただきました。どこかでご覧になり
ましたら、編集部までご連絡いただけ
れば幸いです。	 （水谷惟紗久）

レポート

（東海林 肇）
「クアラルンプール原則」の尊重で
2026年から企業の「おまけ」などが激減 !?


